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光渦は螺旋状の波面に由来する軌道角運動量と円環状の空間強度分布を持つ光波である。光渦

パルスレーザーを照射された物質は、自転運動しながら直進的に長距離飛翔するスピンジェット

を形成する[1]。近年、スピンジェットをレシーバー基板へ転写する光渦レーザー誘起前方転写法

（Optical Vortex Laser Induced Forward Transfer, OV-LIFT）の開発が進められている。この OV-LIFT

は、多様な材料を高空間分解能で任意に配列することできる可能性を秘めており、これまで高粘

度インク・金属ナノ粒子・誘電体微粒子のマイクロパターニングが報告されている[2,3]。 

本研究では、蛍光色素溶液を対象として OV-LIFT によるパターニングを行い、微小液滴の発光

挙動を観察した。ドナー物質として、ローダミン B/グリセリン水溶液（30 wt%）（色素濃度：40 mM）

の液膜を用いた。波長 532 nm のナノ秒パルスレーザーを、対物レンズ（magnification:×40, NA: 

0.60）をとおして液膜に集光し、微小液滴を転写した。パルスレーザーのショット数を変えるこ

とにより転写する液滴の数を制御し、サイズの異なる液滴をパターニングした（図 1a）。ガウス

ビームでは液滴ごとに転写位置のばらつきがみられた。光渦でパターニングした液滴の蛍光スペ

クトルを、波長 532 nm のナノ秒パルスレーザー照射下で測定した。励起光強度約 250 µJ/mm2 で

スペクトルが先鋭化し、レーザー発振が起こっていることを確認した（図 1b）。発表では、ハイ

スピードカメラを用いた転写過程の観察や、レーザー発振の液滴サイズ依存性などについても報

告する。 

 

 

 

 

Fig. 1 (a) Liquid droplets transferred by optical vortex. (b) Fluorescence spectra of the transferred droplet. 

[1] R. Nakamura et al., “Optical vortex-induced forward mass transfer: manifestation of helical trajectory of optical vortex”, 

Opt. Express, vol. 27, no. 26, p. 38019 (2019). 

[2] 岩田宗朗、金子晃大、川口晴生、梅里慧、尾松孝茂 “光渦レーザー誘起前方転写法によるマイクロパターニ

ング”第 68 回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集（16p-Z09-12） 

[3] H. Kawaguchi et al., “Generation of hexagonal close-packed ring-shaped structures using an optical vortex”, 

Nanophotonics, in Press (2021). 

第69回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2022 青山学院大学　相模原キャンパス ＆ オンライン)22p-D315-17 

© 2022年 応用物理学会 03-076 3.1


